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，。。時の伝統をもつ奈良。  

長い歴史に新たなべージを創る   
看い力があります。  

新しい風の‘今－をお伝えします。  

淵鱒醸巨明雄須澤吾帝塵紆  

如意廟細線削隙 
カ：才藻矛争議・厳－ 

一一旬重機報癒トビ 

●RC  Ⅰ止  

90年口  
91年 ロシアモスクワバレエアカデミー（ポリシヨイバレエ学校）短期留学  

93年ロシアモスクワバレエアカデミー（ポリシヨイバレエ学校）正式入学  

95年ロシアモスクワバレエアカデミー（ポリシヨイノルエ学校）卒業   

リストと  
して高い評価を受ける。主に、くるみ割り人形のアラビアの精、ドンキホーテのジプシー、白鳥の湘  
のマズルカなど。  

98年ロシアバレエアカデ≡－（ポリシヨイ）大学入学  
ルースキーカーメルヌイバレエモスクワに移籍－クラシックバレエダンサーとしてデビュー。ジゼル  － 
の≡ルタ、ショビ＝アーナのプレリュード、白鳥の湘の三羽の白鳥、海賊のパ・ド・ドゥなど。現代  M【lSI＝NShE・M巳ilinfo⑳meishin．c【l．」P  

舞踏でも、新作・金鶏の大役シェマー八女王を踊l入モスクワテレビ、新聞、雑誌等で、「クラシック  □本社630－8141奈良市南京終町3丁目464番地  
キャラクター、現代舞踏までも踊りこなす。まれに見るバレリーナ」として絶賛きれる。  T∈LO742－6a－0661（代）FAXO742－6a－0660  

02年ロシアバレエアカデ≡－（ポリシヨイ）大学卒業、轍授資格取得、帰国  ■’≡ 
03年ロシアクラシックバレエアカデ≡－（RC8A）開校  

・ 
．． 

05年新スタジオを学園前にオープン  T∈し0742－23－3131（代）FAXO742－26－0093  PRIHTIHG   インキ棚しれ、ナナ・   



ところに関心があります。そこのところを自らの努力  

と精神力によって昇華するということlま、極めて難し  

い選択でもあると思います。別の国の文化の伝達者で  

あり、かつ自国の文化を修得し表現する、ということ  
ですから。今年の遷都祭でlま、平城宮跡でRCBAの生  

徒たちが踊りを披癒しました．1300年の歴史と伝統の  

舞台で踊る意味を感じてもらいたかった。日本の歴史・  

文化の出発点とも言うぺき地で、西洋の舞踏芸術を通  

して、日本の新たな芸術文化を発信するという第一歩  

になったような気がします。   

西洋の舞照芸術であるバレエが日本らしく進化する。  

つまり、バレエで極限まで美しく鍛え、それを外国の  

土俵でIまなく日本で生かす。体とアジアンビューティ  

ーと精神美と古代以来の色彩文化を武器に、もはやバ  

レエとはいわれない独自の芸術をこの奈良から発信し  
たいのです。そのようなコンセプトで新しいカンパニ  

ーを作り、世界に出たいと考えています。奈良には、  
世界に誇れる文化発祥の地としての日本人のルーツと  
もいうぺき土壌があります。ルネサンスというムーブ  

メントにはうってつけだと思います。私たちには、日  

本人の精神を表現し、日本らしさを伝え責務があると  

思います。   
守るから創るへ。来る平城遷都1300年をきっかけ  

にそのような力、都パワーとでもいう卿1通力を結集で  

きればと考えています．これからもこの奈良に息づく  

歴史、伝統、文化に身を寄せながら、新たな舞踏芸術  

を創1遷していきたい－と患います。（談）  

ラシックバレエを始めたのは小学校2年生のと  

きです。テレビの影響もあり、地元のバレエ教  ク   
垂に通い始めました。14歳でオーディションに合格し、  

ロシアに短期官学した後は、ロシアでの本格的な研錆  

を目指し、93年から2年間、ロシアモスクワバレエア  

カデミー（ポリシヨイバレエ学校）に籍を置きました。  

その後、ロシアのプロのバレエ団に入団し、プロ活動  

の傍ら大学にも通いました。大学では教授資格を取得  

しましたが、これは、自らが得たものをことばで伝え  

るシステムを修得したかったということです。プロと  

して踊るのと教えるのは違うということです。日本に  

は演技指導というものがありません。その意味でも大  

学に適ったことは大きな意味があったと患います。さ  

らに、既定のクラシックバレエだけを踊るのはいやだ  

ったんです。アーティストとして踊りを創造したかっ  

たのです。   

プロの仕事は、それlま厳しいものでした。満員の観  
客の中で、ひとりで何役もこなし、ロシアという異国  

で孤独でした。ロシアで7年間、プロ生活を送りまし  

たが、外国でひとりということが消化し切れなかった  

んでしょう。自然に我が家に帰ってきたんです。   

帰ってきた当初は、なんということもなく毎日を過  
ごしていましたが、ひとりで踊る寂しさや自分の中の  

プロ意識がどこかにあったのでしょう。自分が一番好  

きだったことを次世代の子どもたちに伝えたいと患い、  

バレエ学校を始めたのです．現在100名ほどの生徒が  

います．ロシアで学んだことばで伝えるシステムを通  

して独自のプログラムで指導しています。やはりバレ  

エは、美への憧れというか、そんな魅力に溢れていま  

す．やってくる子どもたちはさまぎまですが、本当に  

きれいになりますし、心も休も浄化されていきます。  

もちろん私と同じように海外を目指す生徒もいますし、  

海外へ送り出そうと指導もします。しかし、私は患う  

んです。日本人がバレエを外国並みにする必要がある  
のかと。いいかえれば、その意味でのレベル向上は無  

意味なのではないかと思うのです。土俵が違うのです  
から。  

Akiko Takahashi 

●
 
●
 
●
 
●
 
 

＿ユ且C及A心血“加一皿仙叫  

伝統的なポリショイバレエ学校でのみ指導される  
カリキュラムに基づき初心者から国際的なバレリーナを  
目指す方まで一人一人に合った指導に取り離【みます凸  

〒6310035  

奈良市事日中1丁日1542－1【〉9 エ 

ロシアクヲツシックバレアカデミー  
T■L：OT42・きさ・1TT7  

鏡帯■貯：090－20（；4－1（；78  

レッスン中は出られない場合もあります。  

私にとっては、きれいになって幸せになる、という  

極めて個人的な選択から始めるバレエ、つまり外国の  
＼ 文化を一日本人がどのように取り込んでいくかという  

◎鵬貯仙伽－U  仙川川㈹◎   
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蒸
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帝
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＃
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－
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購
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し
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古
＃
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旧
件
蘭
に
踏
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と
ど
ま
っ
 
 

…
㈹
錮
机
綱
目
拍
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損
銅
迫
 
 

革
命
の
乳
郡
と
み
な
暮
れ
、
1
7
9
3
年
、
ル
イ
1
6
 
 

世
と
と
も
旺
断
濱
台
の
■
と
構
え
る
．
モ
ー
ツ
ァ
 
 

ル
ト
が
こ
の
世
を
去
っ
た
丑
年
換
の
こ
と
で
あ
っ
た
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革
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梗
卑
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相
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∬
 
 

案
じ
て
い
た
と
l
l
う
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．
女
帝
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の
床
に
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て
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の
行
く
兼
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1
歳
年
上
で
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帝
の
末
娘
白
亜
略
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と
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を
指
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何
年
1
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5
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え
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。
 
 
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
保
守
的
療
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 反撃車重些野山  

軸少の頃から音楽観書を受けていたマリー・アントワネッ  

トは、革菓漬書のみならす作曲もし、少な＜とも12曲の断曲が  

硯＃している。作品の多くは事命時に腹全輪てられ、こく一部  

がパリの日立囚雷備に収蔵苦れているのみである．2005年に  

はlベルサイユのばら」の作者でソプラノ歌手でもある池田増  

f七千氏が、世界初鐸摺柑曲を含む12曲を散ったCDlヴェルサイ  

ユの調べlをアントワネットの腐生日である11月2日に莞鷹  

した。この曲が三006年上♯のlベルサイユのばらlで使用された．  

／25一札／2丁まで企育展「激動の舌♯パリlベルサイユ町ば  
時代展左開催」軸間中、池田理代干さん（■lT衷・声楽家）、  

淳さんはt、■手、元宝塚散■団のトップスター川l山俊  
さん（寮息女子大草教授卜欄口頼子さん（古典書踵豪）らを招  

点景濾会や真己恵トークショーを開催．  
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恵良に吐息い鹿史と偉鹿に育よれた  
r本物Jがモこここにあ古。  
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；
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．
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．
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す
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